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移動エージェントを利用した
アプリケーションの構築
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情報系としてセキュア-ドな環境下のイントラネットに構築されるアブケ-ションに対して、移

動エージュント技術の具体的な適用を考察する。

移動エージェント技術の実装に関しては、すでに平成9年7月に開催された「マルチメディア、

分散、協調とモー/1イル(DiCoMo)ワークショップ」において、 rインターネット・サーフ7- ・

エージュント・システム」として報告した。

当論文では実装に引き続き、それをふまえて検討を行った具体的な適用分野に関して述べる。
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This paper reports about some applications that is constructed on secured Intranet

environment and based on mobile Agent technology.

Wereported previously a mobile Agent technology and it's proto-typing application model

named InternetSuferAgent system at '97 DiCoMo Workshop.

In this paper we follow and try to define some applications design.
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`組鰍こおける情報処理環境fi、 80年代に

ホ'スト集中システムの進歩により従来の勘

定系とよばれるBIGARSA遭ォ<oアブT)ケこ

ション処理から、意志決定支援システム【1・1】

や障報系とよばれる情報の二次加工システ

ム-と変遷をとげてきた.

現在では、それに引続くホスト・システム

のクライアント/サーバ・システム-のパラ

ダイム・シフトによる変化に加えて、ネット

ワーク環境におけるインターネットの普及

とパーソナル・コンピュータの高性能化・低

価格化によるGUIを中心としたパ∵ツナ

ル・コンピューティング環境の普及により、

その形態を大きく変えつつある。



このような環境の中で、 DBは勘定系から

連動して情報系の中に時系列に従っで骨報

系に集積され、抽出システムにより要約され

てRDB尊による検索DBとその集約である

プランニングDBのデータキューブに蓄積さ

れる一方. OAによる文事処理を中心とした

対外情報の発情は情報系の計数データを取

り込む形で行われている。

また、このようなDBの構造を基にした照

会系のシステムは以下の3つの形態により

行われている事が多い。

(1)リアルタイム照会

比故的少量の個別情報に対するその時点

に於ける最新の状況や計数値に対する照会

で、即時処理で結果は返される。

(2)バッチ照会

大量の情報を一覧するために、月末等のあ

る時点において蓄積された情報を時系列や

特定の科目などのキー項目に従って並べ出

力を行う。照会の応答はスケジュールされた

りして期日管理により行われる事が多い。
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く1)と(2)の中間の応答速度と出力畳を持つ。

要求はシステムにより受け付けられ、その

受け付け状況と要求処理の結果は、メール等

により個別に送付されてくる。

またこのような環境下でネットワーク環

境は、主として専用線を使用した従来の業務

系のコンフィデンシャル・ネットワーク、公

衆回線によるインターネット珠境下のオー

プンなネットワークとそこに接続された

WW等による不特定多数への情報発情を

中心とした非武装ネットワーク、そしてその

2つの間に位置し非武装ネットワークにフ

ァイアーウォールより接続されると共にコ

ンフイヂンシァル・ネットワークとは別に保

草された環境に構築されているイントラネ

ットに区分されている。

そのイントラネット上に情報系として構

築される、具体的なアプリケーシ貞ンの擾寮

を行う。
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2. 1債報の所在案内システム

近年企業に対するPL陰や政府を始めとした

公共機関の情報公開の流れは、その組織のアカ

ウンタビリティーにおいで骨報発信と公開o:

メディア.ストラテジーがますます重要になっ

てきていることを示している。

一方ISDNサービスとインターネット上Q:

WWWによるHTMLファイルでの情報発信に

代表されるデジタル通信技術は、インターネッ



トの商用化と高性能PCの低価格化の洗れとモ

ザイクに始まったオンライン・ビューアーの普

及により、個人がモバイル環境で必要な情報へ

のアクセスを行うことを24時間365日い

つでも可能としてきた。また、パーソナル・コ

ンピュータとイントラネットの普及によりオ

フィスでのシステム化のパーソナライズが進

む中で、従来の文字中心の文書から表や図・静

止画をはじめとしたマルチメディア・データに

よT)構成された複合文事(Compound

Document)による情報の伝達が一般的になら

てきた。

このような費境の中で、各組胎が日常作

成する文字による文書情報をはじめとした

潜画・写真等の静止画を主体としたマルチメ

ディア情報を公開・発信することは、一つの

組経の各部門・事業所間においては統合オフ

ィス・ツールを用いてファイアー・ウォール

により保護されているイントラネットを利

用して実現する事が極めて常織的になって

きている。

しかしながらこのような情報の公開・発信環

境の中で地方自治体において市民に対し、たと

えば各部局の捷供している``福祉"に関する施

策に加えて関連の中央省庁による施策の情報

の所在の捷示はいわゆる「ライン上の政府」と

して実現することが出来.そして更にファイア

ーウォールで保律されていないインターネッ

ト環境に各部局の責任による情報を発信する

と共に各部局間における関連の情報を横断的

に検索するサービスを捷供する事はシング

ル・インターフェースやワン・ストップ・サー

ビスの観点から重要であるにもかかわらず、実

規されているとは青い難い。

システムでの各サービスプレースを1部局

として情報発信・公開システムを考えてみると

どのサービスプレースも他のサービス・プレー

スの運用にかかわらず独自の運用が可能であ

るという自由度の高さと,検索される情熱ま公

開・発信された時点で直ちに可能となる情報の

鮮度の保証という観点から有用である。

そしてインターネット技術を用いることに

より.音声や動画等に拡張したマルチメディア

情報を公開・菟借することも比故的容易に実貌

可能であり、更に最近では検索システムとして

静止画に対する照会のシステムも比故的軽い

簡単なシステムも報告【1・2】されていることから

画像による検索にサービスを拡張することも

可能になっている。

2. 2情報キオスク

地方自治体等の行政組舟では、市民に対する

サービス向上を目指し「ワンストップ行政サー

ビス」ということを提唱している。

「ワンストップ行政サービ不jとは、複数の

行政手続きや公的サービスの手続きを-カ所

で行えるようにすることにより市民を煩雑な

手続きより解放し、その負担を大きく軽減する

ものである。

これにエージュント技術を応用すると、市民

は全く行政組織に出向くことなくいつでも希

望するサービスを受ける「ノンストップ行政情

報サービス」を享受できるようになる。

つまり、市民がェ-ジェントにある期日まで



に住民票をもらってくる様に依頼してエージ

ェントをネットワーク上に送り出してしまえ

ば後はエージェントがきちんと仕事をしてお

いてくれるのであるb

このシステムでは、まさにエージェントが移

動する必要がある。つまり上図で仕事をエージ

ェントに依頼して送り出した後は、ユーザであ

る市民はこの処理より解放されることを顧う

のである。これはユーザゐ手を放れたエージェ

ントが7)モートのコンピューター上で自律的

に稼働することを要し、さらに上図にてエージ

ェントは他のエージェントとコミュニケート

する必要があるため、今までの単なるプログロ

ムでは対応不可能であり、オブジェクトのデー

タとしてインチT)ジェンスを内包するエージ

ェント技術のみが実貌可能である。

このようにエージェントがインテリジュン

スに移動性を備えると今までシステム化の対

象にならなかった多くの処理のシステム化が

可能となりそれらの処理の劇的な生産性向上

が期待できる。

2. 3　ニーズ・シ-'ズ・マッチング

(積数企業間のコラボレーション)

我が国の産業基盤を支えている中小企業の

役割は垂直型産業構造の中で個別部品やサー

ビスの供給から、独自の固有技術を背景とした

部品やサービスを広く要求している相手に供

給していく事へと変化することが必要となっ

てきている。

現在の集積度の高い地域で中小企業により

互いに供給されてきた技術・サービスは,貌在

の各企業ごとにインターネットを利用した情

報射貫のままでは教育耳とも数千万とも書わ

れているWWWによる情報発情のなかで、情

報を必要としている相手に情報を届ける事は

おろか情報を検索してもらう事ことすら極め

て難しく、その中で互いのニーズ・シーズ・マッ

チングによるコラボレーションを行っている

例は極めて少ない。

今回のエージェントによる中小企業による

技術・サービスのニーズ・シーズ・マッチングは

参加各企業が自らノの技術情報を持つサイトや

第倍情報そのもののコンテントを登録するこ

とにより、情報を必要とする企業がアクセスを

行うとその時点の最新の情報をモバイル・エー

ジュントが検轟を行い、必要な部品・サービス

の調達をネットワーク上で行うニーズ・シーズ

のマッチングによるコラボレーションの実現

を可能とするものである。

流通の世界のEC四Iectoric Commers)にお

いても、、各企業による個別のuWWによる情報

発信はショッピング・モールと呼ぶサービスの

仲介のサイトを経由した企業丁消費者のニー

ズ・シーズ・マッチングを基本とした電子商取

り引きが一般的になりつつある。

現在電子マネー・電子決済や罷証サービス等

をテーマとして日本でも、 14の実証実験と5

つの技術開弟の官民プロジェクト【2・1】が行われ

ている。

これに対し,同じインターネットを用いても

法人間の取引の場合にはEDI(Electoronic

Data Interchange:電子受発注)と呼んでデータ

交換の標準化を青い区別する事が多い。



2. 3. 1オークション

発注企業とオークションの参加企業のエー

ジェントとが、あるプレース(場)で一同に会す

る事に-よりオークション形式で最適な発注先

を決定する。

参加企業を開示しない非公開入札形式も考

えられる。

2. 3. 2マーケット・プレース

発注企業の土-ジ立ントが各企業のプレー

スを訪れて交渉を行うことにより、その中で最

適な企業を決定する。

フリーマーケットに参加している企業-の

巡回方式により、同時に複数のエージェントに

よる並行処理、巡回セールス形式、フ.7) -マー

ケットの参加企業との直接ネゴシエーション

によらない代理交渉形式が考えられる。

3.構築に必要となる基礎技術

柔軟なェ-ジュント・システムを構築する

ためには、すべての要素が一つ一つ全てが自

律して自らの挙動をコントロールし、それぞ

れがお互いに協調動作をとる必要がある。

下記にその要件を滴足させるために必要,

とされる基礎技術を示す。

これらの技術はハードウエア・ソフトウエ

ア貴境上の制約を受けない様に、全てJAVA

書籍等で作成するなどとする事が望ましい。

(1)移動エージェント技術【2・2】

各プレースをエージ耳ントが移動するた

めの技術でエージェント(実行モジュール)

をイントラネットの各マシン上のプレース、

更にはインターネットを地え他社に存在す

るマシンに転送する仕組み。

移動したエージェントは異動先のプレー

ス上において、他のエージェントとi削首

(Communication)をする。

(2)エージェント全音技術

エージュント同士がコミュ亭ケ「ショ㌢

ノする際の会話(Conversation)のプロトコル

を管理する技術。

また、どのプレースにどのような機能を持

ったェ-ジュントが存在する~かを管理する

フナシ1)テ」タや、電話嬢に相当するrホワ

イト・ページ」や「イエ甲一・ページ」を動

的に管理しエージェントに情報を揮供する

機能である。

(3)マルチ・エージュント協調動作技術

複数のエージュントにプチンを与え、分割、

統倉(Collaboration)を協祈的かつ自律的に

管理し、実行させる技術。

例えば、エージェント同士がどこで落ち合

い.どこで分かれるか、 rl Oのエージェン

トのうち、 7つのエージュントが集まったら



次に進む」などの複数のエージェントの協調

動作を管理する。

(4)マルチ・エージュント交渉最適化技術

エージIント同士が交渉¢寸egoti且tion)を

開始、収束させるに必要なプロトコルや梯能

を作成するた桝こ各々のエージュントに価

値判断と判断基準を持たせる事ができるよ

うにする技術.

(5)知識エージェント構集技術

知識ベースを有するエージェントを構築

するための技術。

知識ベースとはエージェントが学習する

ことによって蓄えられるルールであり、エー

ジェントの行為は逐次学習され知識ベース

に蓄えられる。このルールを使用することに

より、学習効果のあるエー・ジェントが作成で

きる。

4.終わりに

インターネット上において所望の情報をサ

イト間にわたって検索するプラットフォーム

としては``Yahoo"等のディレクト7)- ・サー

ビスやリンクにより関連付けられている関連

サイトを次々に検索するソフトウエア・ロボッ

トがあるが、エージェントが移動するプロセス

となってコンピュータ間を移動する事により

実現される自律性を基とした柔軟性と拡張性

を持つものはなかなか見つからない。.

このエージェントにより実現される適用業

務を即応性の高いものと低いものに分けて考

える。例えば、座席予約オンラインや銀行のオ

ンラインシステムは即答性の高いものである。

しかし、住民票・戸籍謄本の入手、会嶺の予約

等は即答性が低く、代理の人が住民票・戸籍謄

本をある期日までにもらいに行ってくれたり、

秘書が関係者.と飼養して会議の予約をある期

日までにしてくれればよい処理である。つまり

即答性はそれ程必要ではなく自分自身での処

理・拘束を避けたい処理である。

移動エージェントが利用できるのはまさに

このレベルの即答性を持ち、かつ自らの作業の

軽減を望むデフ7-ド処理であろう。

今回このような前提の基に、前回に引き続き

検索という観点から検索サービスの一形態と

して自治体に於ける情報発情の「ネット上の政

府」をそして同じア-キテクチュアの基にサー

ビスの種類を拡張した場合に実果される「情報

キオスク」を、そして最後にrニーズ・シーズ・

マッチング」 -の移動エージェント技術の適用

可能性を捷案した。

今後は自治体での具体的実現に向けた検封

を予定している。

PiiKa

今回の報告にあたりご指導いただいた告

政大学康滞克也教授、ご支援いただいた日本

アイ・ビー・エム(秩)保立久幸氏に感射い

たします。

注l) BICARSA :Billing(請求) 、 Inve血ory(衣

庫管理) 、 Control(管理) 、 Accounting^経理) 、

Sales(秦_均, Recievable(回収) 、 Analysis(分

析)の適用業務
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